


芳香族化合物が生成されるため，溶剤の外部補填は不要
であり，溶剤の完全循環が可能である。

2．ハイパーコールの特徴

　コークス用原料炭として用いられている A炭，および



分子は溶剤を除去することによって再度固体となるが，
元の石炭のような複雑な高次元構造に戻ることはない。
分子同士の拘束力が比較的弱いため，より低い温度で分
子の自由度が増し，高い軟化溶融性を発現するものと考
えられる。

3．コークス用粘結材としての可能性

　高炉におけるコークスの役割を図5に示す。鉄鉱石を
還元して銑鉄を製造する高炉において，鉄鉱石とコーク
スが交互に層をなすように高炉内に供給される。コーク
スは，鉄鉱石の還元材や熱源としての機能のほかに，高
炉内の通気性を確保するスペーサとしての役割を担う。
とくに銑鉄の製造効率向上やCO2削減の観点から，近年
では低還元材比での操業が求められており，コークス投
入量を低減しても炉内通気性を十分に確保できる高強度

コークスの適用が重要である。
　高炉用コークスは，強粘結炭から非微粘結炭といった
種々の原料炭を適宜配合して製造されるが，高強度コー
クスを製造するには，粘結性や炭化特性に優れる強粘結
炭を多く配合する必を醇 蛺製坦脊，強粘券検ぼ重Ěー
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